
最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会



 「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」として、赤川助川地区において河道掘削工事を
実施しています。

(実施機関：酒田河川国道事務所)
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 水防法の改正により、洪水浸水想定区域・土砂災害警戒区域内に所在し、
市町村地域防災計画に位置づけられた要配慮者利用施設においては、
水害等に対する避難確保計画の作成および避難訓練の実施が義務化さ
れた。

 避難確保計画の作成推進等を推進するために、市町村の担当職員を対
象とした説明会を開催し意見交換を行った。

 （実施機関：県、市町村関係各課）
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 地域住民等の防災意識向上や防災対策の普及への取組として、庄内総
合支庁「地域ふれあい講座」（出前講座）により、地震・津波・風水害等の
防災対策についての講座や社会福祉施設等の研修会において水防法
や土砂法改正に伴うよう配慮者利用施設における避難確保計画作成の
義務化に関する説明等を行いました。

 【今年度実績：実施回数10回・受講者総数534名。※H30.1月末現在】

(実施機関：山形県庄内総合支庁総務企画部総務課防災安全室)

写真や絵

庄内総合支庁「地域ふれあい講座」メニュー

写真や絵

社会福祉施設等研修会での説明状況



 ・風水害やその他大規模な災害が発生した場合、公共施設の災害復旧
と、ドローンを使った災害状況を把握することを目的とした支援協定を締
結しました。

(実施機関：酒田市、一般社団法人酒田建設業協会)

ドローンを活用した災害状況の把握

協定における応急対策業務

・被害施設の応急復旧
・災害廃棄物の除去及び搬送
・応急対策活動に付随して発生する建設資機材の確保
・ドローンを活用した被災状況の把握及び被害情報の報告
・応急対策に必要な建設資機材の事前準備 ほか



 1917 年（大正 6 年）の直轄事業による最上川・赤川改修着手から 2017 
年（平成 29 年）に100周年を迎えることから、最上川・赤川と舟運ととも
に発展してきた歴史を振り返り、これからの庄内と水防災を考えるシン
ポジウムを開催しました。

(実施機関：鶴岡市、酒田市、三川町、庄内町、山形県、

酒田河川国道事務所)

【開催当日の様子】

聴講者：約400名（客席数800席）

▲実行委員会御礼（皆川鶴岡市長（実行委員会副会長））

▲来賓祝辞（加藤鮎子衆議院議員） ▲来賓祝辞（若松正俊副知事） ▲来賓祝辞（津田修一局長）

▲式辞（丸山酒田市長（実行委員会会長））

○構成機関
最上川下流改修促進期成同盟会、
赤川治水対策・月山ダム管理協議会
山形県庄内総合支庁、鶴岡商工会議所、
酒田商工会議所、
（一社）東北地域づくり協会 山形支所、
酒田港湾事務所、月山ダム管理所、
酒田河川国道事務所

日時：平成２９年１１月１０日（金）１３：００～１６：３０
場所：酒田市民会館「希望ホール」
主催：最上川・赤川直轄改修着手１００周年記念

事業実行委員会

【開催概要】

開催内容：
①空から見た最上川・赤川上映～ドローン空撮映像～
②基調講演『最上川と庄内への想い』
③『太鼓道場 風の会』和太鼓
④パネルディスカッション『庄内地方の今昔』
⑤巡回パネル展『歴史を振り返り、水防災を考える』



【基調講演 『最上川と庄内への想い』】

土岐田正勝氏の著書『最上川河口史（平成１７
年１月発行）』の抜粋によるご講演をいただきま
した。土岐田氏がライフワークとして取り組まれ
ている山形県の「母なる川」最上川の変遷や歴
史、先人達の努力、庄内地方の発展とインフラ
整備の関係など多岐にわたる内容で、庄内に対
する想いが伝わる講演でした。

▲基調講演の様子 ▲土岐田氏とアシスタントの佐藤氏（酒田エフエム）

【パネルディスカッション 『庄内地方の今昔』】

庄内地方の発展と最上川、赤川との関わりに
ついて庄内地方の名士等により、江戸時代
の頃から最近の話まで幅広い要素で構成し、
４つのパートに分けてご紹介いただきました。

・「江戸時代の頃の最上川・赤川について」
・「明治から近代までの歴史と整備について」
・「近年の環境保全・まちづくりと最上川の関わりに

ついて」
・「地域づくりの視点から河川や水辺について」

アドバイザーとして、高村河川部長から平成
２９年の出水概要と水防災意識社会再構築
ビジョンに基づく取り組みを紹介しました。

▲パネリストの方々▲パネルディスカッションの様子



 災害対策本部の設置場所となる本所庁舎が浸水する場合においても、
本部移設まで一定時間の本部機能を維持し、地域庁舎の対策本部への
指示命令・情報交換のための内線電話、住民情報システムを停止させな
いための措置（二次的な非常用電源）として、庁舎屋上に自家発電機設
備を整備した。

(実施機関：鶴岡市)

発電機、油庫設置完了 電源分岐盤等設置完了



 庄内町で開催された『第２回月山龍神マラソン』にて、水害の歴史を語り継
ぎ、先人の治水・利水の取組や、川と庄内地域との関わり合いを振り返り、
未来の庄内地域と水防災を考えることを目的としたパネル展を開催しました。

 当日は、晴天にも恵まれ、多くのランナーにパネルを見ていただき、関心の
高さがうかがえました。※マラソン参加人数約７７０人

(実施機関：庄内町、酒田河川国道事務所)

▲職員の説明に熱心に聞き入るランナー

▲『月山龍神マラソン』チラシ

▲パネル展開催状況



▲避難訓練の様子

最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会

日 時 平成29年9月24日 8:30～11:30
実施機関 鶴岡市
災害想定 豪雨・風水害(赤川洪水氾濫)
訓練内容 情報伝達訓練、避難所設営訓練

小学生児童の帰宅誘導訓練
起震車や土のう作成の体験学習
要配慮者の避難支援 など

■実施概要

▲「緊急速報メール」

①映像機器を活用した情報伝達

②避難所ＷｉＦｉの設置

③ドローンを活用した
防災関係機関との連携訓練

④防災関係機関の
同時多発災害対応訓練

■新たな試み

▲避難所に設置されたWiFi

▲同時多発災害対応訓練 ▲ドローンによる訓練の様子

 山形県鶴岡市において防災活動の円滑化、防災関係機関の
協力体制の強化及び地域住民の防災意識の向上を目的に総
合防災訓練を実施しました。

 当日は豪雨・風水害による洪水を想定し地元住民約１，７００人
の方々に参加頂き、情報伝達訓練や防災関係機関による救助
訓練などを実施しました。

 訓練では鶴岡市を対象に「緊急速報メール」の配信訓練を実施
し、避難情報の発令を受けて、実際に避難所を開設しました。

 今回の総合防災訓練では実際の被害を想定し、より効果的な
訓練となるように、訓練内容の充実・拡充を行いました。



 水害の歴史語り継ぎ、先人の治水・利水の取組や、川と庄内地域との関
わり合いを振り返るため、巡回パネル展を５市町で開催しています。

 パネルでは、過去に発生した洪水、身を守るための対策や取組を紹介し
ており、多くの方に見ていただいており、関心の高さがうかがえます。

(実施機関：鶴岡市、酒田市、三川町、庄内町、遊佐町、

山形県、酒田河川国道事務所)

▲新聞記者からの取材に答える職員

▲最上川両羽橋地点で戦後最大となった
昭和44年8月洪水（酒田市中瀬地区）

▲水防災に関する取組パネルの一部

詳細はこちら→ http://www.thr.mlit.go.jp/bumon/kisya/kisyah/images/67113_1.pdf

http://www.thr.mlit.go.jp/bumon/kisya/kisyah/images/67113_1.pdf


 余目第二学区は地震発生時に大きな揺れを起こす比較的柔らかい地盤
にあり、最新の最上川浸水想定においてほぼ全域が冠水すると予測さ
れている地域です。

 そのため、防災行政無線による避難勧告を受けての各自主防災会によ
る避難訓練や幼・小学校も参加しての災害時の行動、役場職員と自主
防災会の協力による避難所開設運営訓練を実施しました。

(実施機関：庄内町、庄内町消防団、余目第二学区の１８自主防災会)

▲小学校生の校舎から避難する様子 ▲広域避難所（小学校の体育館）の開設準備の様子



 風水害やその他大規模な災害が発生した場合、地域住民や帰
宅困難者等が一時的に避難する場所として、民間の施設を使
用することを目的とした支援協定を締結しました。

(実施機関：酒田市、アークランドサカモト(株))

協定における避難場所
・ホームセンタームサシ酒田店

平面駐車場
立体駐車場

▲協定書を交わした丸山酒田市長（左）とｱｰｸﾗﾝﾄﾞｻｶﾓﾄ㈱の志田取締管理本部長



 流域雨量指数の精緻化と対象河川拡大。

（雨量基準の廃止）

 洪水警報を補足するため、メッシュ情報により危険度が高まっている地
域を分かりやすく表示。

【実施機関：山形地方気象台】

流域雨量指数 洪水警報を補足するメッシュ情報

高

危
険
度

低
警戒が呼びかけられている市町村内で、
実際に危険度の高まっている地域を確認小河川も計算対象河川に含める



 浸水害発生との相関が雨量よりも高い指数（浸水雨量指数）を導入。

（雨量基準の廃止）

 大雨警報（浸水害）を補足するため、メッシュ情報により危険な地域を

分かりやすく表示。

【実施機関：山形地方気象台】

写真や絵

浸水雨量指数 大雨警報（浸水害）を補足するメッシュ情報

高
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低
警戒が呼びかけられている市町村内で、
実際に危険度の高まっている地域を確認



 大雨警報（浸水害）の危険度分布は、下水道や側溝の排水能力を超える
大雨による浸水害発生の危険度の高まりを表します。

 洪水警報の危険度分布は、中小河川の外水氾濫、及び河川周辺の内水
氾濫による浸水害発生の危険度の高まりを表します。

【実施機関：山形地方気象台】

大雨警報（浸水害）の危険度分布 洪水警報の危険度分布

⾼
危
険
度
低

⾼
危
険
度
低



市町村長の危機管理意識の向上を図り、有事において迅速かつ的確な初動対応を
行えるよう、県内３５の市町村長と各防災関係機関を対象として開催。

説明 「市町村長による危機管理の要諦－初動対応を中心として－」
山形県 危機管理アドバイザー 齋藤 昭 氏

講演 「地域を知り、防災を考える－最近の豪雨災害事例から考えること－」
静岡大学防災総合センター 教授 牛山 素行 氏

（主催：消防庁、一般財団法人消防防災科学センター、山形県）
（共催：山形県治水協会、山形県砂防協会、山形県森林協会）

写真や絵

静岡大学防災総合センター 教授 牛山 素行 氏

写真や絵

セミナー開催の様子

写真や絵 写真や絵



 最上川下流で実施した水防訓練において、『河川情報の入手方法』や
『緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信』等の掲示を
行いました。

 多くの水防団員が、この掲示による情報を共有し、水害に対する備えを
確認し合っていました。

(実施機関：酒田市、酒田河川国道事務所)

▲資料に見入る水防団員の様子 ▲情報提供した資料の一部



 重要水防箇所の状況について、関係機関（自治会長、消防分団長、市、
警察署、県）合同で確認を行いました。

 重要水防の判断基準、受け持ち区間での重要水防箇所、危険水位観測
箇所等を確認するとともに、意見交換を行いました。

 H29年5月1日より赤川で配信を開始した「洪水緊急速報メール」につい
て紹介しました。

(実施機関：鶴岡市、山形県、酒田河川国道事務所)

▲重要水防箇所の現地合同巡視
▲意見・要望等の聴取

▲洪水緊急速報メールの説明

▲消防・警察の参加

▲緊急速報メールを活用した情報配信



Ｈ２９．６．１１ 三川町水防訓練の実施

▷ 鶴岡市消防三川分署員の指導のもと、県消防学校敷地内で三川町水防訓練を実施しました。

▷ 土のう積み訓練による手順の確認や、水際作業においては必ずライフジャケットを着用するなど、

水防団員自身の安全確保に対する注意喚起を図りました。

▷ 訓練用とは別に備蓄用土のうを作成し、町の水防倉庫に備蓄して有事に備えています。

（実施機関：三川町）



 鶴岡市大宝寺地先で「水防訓練」を実施しました。

 鶴岡市長が見守る中、消防団員346名が参加し、積み土のう工法、釜団
工法、シート張り工法、木流し工法の4工法を実践。

 水防技術の継承と装備の確認を行いました。

(実施機関：鶴岡市)

写真や絵

釜団工法

写真や絵

積み土のう工法



 赤川で実施した水防訓練において、『河川情報の入手方法』や『緊急速
報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信』等の情報提供を実施し
ました。

 訓練の合間に、多くの水防団員に見ていただき、関心の高さがうかがえ
ました。

(実施機関：鶴岡市、酒田河川国道事務所)

▲資料に見入る水防団員の様子 ▲情報提供した資料の一部



 河川区域の巡視は堤防等を活用し週2回行っていますが、河川からの巡
視を行い洪水時の危険箇所等について確認を行いました。

 水衝部や護岸、根固めの状況把握。

 前年度工事実施箇所の状況確認。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

▲赤川本川を約15kmに渡り水上巡視

▲昨年度の施工箇所を水上から確認

水上巡視コース（約15km）

▲陸上から目視できない箇所を確認

根固めブロックの流出・沈下
▲水上巡視状況

乗船地点

下船地点



 三川町青山地先の青竜寺川水門において、救急排水ポンプ車の設置及
び運転訓練を実施しました。

 赤川管内に配備されている毎分60m3と30m3の排水能力があるポンプ

車それぞれについて設置・運転･撤去を行い、装備及び手順を確認し、来
る出水期に備えています。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

▲排水ポンプ車（手前60m3、奥30m3） ▲訓練の説明・手順の確認

▲ホース設置作業状況 ▲上流側ポンプ ▲下流側 排水状況



 H２９．１．２０公表の

 宮野浦地区の浸水状況について、住民の皆さんと確認し、避難方法など
について意見がかわされました。

(実施機関：酒田河川国道事務所、酒田市)

写真や絵

▲説明会の様子

写真や絵

▲浸水状況を確認



▲マーキングの凡例

▲マーキング状況

 洪水時における水防団の活動を円滑に実施できるよう、距離標へ重要

水防箇所のマーキングを実施しました。

（マーキング箇所：最上川下流 右岸10.8k～25.8k、左岸15.0k～26.8k）
 距離標にマーキングすることにより、降雨時や夜間であっても、距離標を

確認することで、現地の箇所付けが確認可能です。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

重要水防箇所の詳細はこちら→ http://www.thr.mlit.go.jp/sakata/bousai/j_suibou/index.html



 洪水時の内水被害の発生に備え、円滑かつ迅速な活動を行うため、

最上川下流管内で排水訓練を実施しました。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

▲排水訓練実施状況 ▲排水訓練実施状況



 本格的な出水期を前に最上川下流・赤川において洪水対応演習を実施

しました。

 水防警報・洪水予報等の防災情報について、関係機関等への伝達が迅
速かつ的確に行われるか確認しました。

(実施機関：鶴岡市、酒田市、三川町、山形県、山形地方気象台、

酒田河川国道事務所)

写真や絵

▲洪水対応訓練の様子

写真や絵

▲ホワイトボードにて全体の状況を把握



 流域住民の主体的な避難を促進するため、緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信に取り組んでおり、自治
体や携帯事業者との調整等が整った赤川水系の鶴岡市、酒田市、三川町において、平成２９年５月１日から、洪水情報の
プッシュ型配信を開始しています。

 最上川下流流域内にある酒田市・庄内町についても、調整が整い次第、配信エリアを拡大していきます。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

携帯電話会社

（NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄ｾﾙﾗｰ、

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲﾙ含む））

河川管理者（国）
・気象庁

洪水予報作成・発表
（地方整備局）

関係市町村、報道機関等

一般住民

メール・
FAX等

緊急速報メール洪水情報

追加!! 追加!!

テレビ・ラジオ
インターネット等

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

従来 従来

※今回のメール配信は、国土交通省が発信元となり、携帯電話事業者が提供する「緊急速報メール」の
サービスを活用して洪水情報を携帯電話ユーザーへ周知するものであり、洪水時に住民の主体的な

避難を促進する取組みとして国土交通省が実施するものです。

※ 洪水情報とは、指定河川洪水予報の氾濫危険情報（レベル４）及び氾濫発生情報（レベル５）の発表
を契機として、住民の主体的な避難を促進するために配信する情報です。



 災害時等、防災ヘリコプターによる上空からの現地確認の際に、位置の
目安となるように、堤防の舗装面に橋梁名、河川名、河口からの距離の
表示を行いました。

 これにより、上空からの位置把握がしやすくなります。

 (実施機関：酒田河川国道事務所)

▲最上川 左岸（Ｌ）４ｋｍ地点の例 ▲橋梁名の標示内容（出羽大橋）
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